
桜 井 地 区 

まちづく り会議提言書

令和元年(2019 年)11 月18 日

桜井地区まちづく り 会議 

～提言にあたって～ 

第５次総合振興計画策定及び都市計画マスタープラン改定にあた

り、桜井地区では、委員２３人で構成する地区まちづくり会議を開

催し、令和元年７月から５回にわたり議論を重ねてまいりました。

 地区まちづくり会議では、地区の将来に向け、現況や課題を整理

し、今後の地区のまちづくりの方向性について意見交換を行い、こ

こに提言書としてまとめております。

住民にとって、この地区に住んでよかった、また越谷市に住んで

よかったと思える、よりよいまちとなるよう、私たちの思いを込め

たこの提言書を尊重いただき、今後、計画の策定及び改定を進めて

いただきますようお願い申し上げます。

令和元年１１月１８日

                  桜井地区まちづくり会議

                  会長 小 倉   繁

参考４



（１）桜井地区の将来像 

（２）現況と課題 

【現況】

桜井地区は、子どもから高齢者まで世代を超えたコミュニティが形成され、地域における防

犯・防災活動などのまちづくり活動にも積極的な地区です。ふれあいサロンの展開や地域にお

ける高齢者の生活支援など、世代を超えた支え合いの仕組みも構築されています。 

地区内には、古利根川・新方川をはじめとした河川・水路など、身近な水辺が多く存在する

とともに、住宅地に点在する屋敷林や平方自然観察林など豊かな緑にも恵まれ、これらは地域

の特徴的な資源となっています。 

こうした貴重な資源をはじめ、日光街道宿場町としての歴史や下間久里の獅子舞などの伝統

文化を後世に受け継いでいくための取組が求められています。 

【課題】 

地域を流れる河川・水路は、近年、水質低下が進み、台風や集中豪雨の際には水害の不安が

あります。また、地域の生活を支えてきた農業にも衰退が見られ、遊休農地や休耕田の活用な

ど、地区の資源の活用や魅力のＰＲも課題となっています。 

 道路については、特に学校周辺の狭隘道路などの問題があり、整備が進む平方公園について

は、防災機能の充実のほか、少子高齢化に対応した多様な利用や早期完成が求められます。 

今後も少子高齢化のさらなる進展が予想される中、新たな公共交通網整備の検討や地域と行

政が連携した日常生活支援体制整備など、子どもから高齢者まで障がいのあるなしに関わらず

生きがいをもって快適に暮らせる環境づくりが課題となっています。 

キーワード 魅 力 課 題

自然・田園 

◇河川・水路などの水辺環境 

◇屋敷林や平方自然観察林など

の豊かな緑

◆河川や水路の水質改善・災害対策 

◆農業の衰退、耕作放棄地の増加 

安全・安心 

◇地域での防犯・防災活動の実施 ◆狭隘道路などの道路整備 

◆高齢化に対応した公共交通網の検討 

◆平方公園の多様な利用と早期完成

コミュニティ 

◇地域住民のまちづくりへの積

極的な参加 

◇ふれあいサロンの展開

◆高齢者等への日常生活支援 

◆若者から高齢者まで参加しやすいコ

ミュニティづくり

歴史・文化 
◇日光街道宿場町としての歴史 

◇獅子舞などの伝統文化

◆地区の魅力の活用・ＰＲ 

１ 第5次越谷市総合振興計画における地区の将来像とまちづくりの目標 

憩える自然につつまれた、住みよいふれあいのまち桜井
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目標1 
暮らしの中に生きた緑と水と農を蘇らせ、身近な自然と共存するまちづ
くり

目標2 防災力を高め、地域の連携と支え合いによる、安全で安心なまちづくり 

目標3 絆と連携を強め、誰もが生きがいを持って快適に暮らせるまちづくり

目標4 
歴史ある伝統を引き継ぎ、輝きのある文化と美しい景観を創造し、地域

の魅力を発信するまちづくり

（３）まちづくりの目標 

２ 取組の体系

重点的な取組１－１ 水害対策や水質対策などによる河川環境の改善
【方向性】 

①古利根川をはじめとした河川・水路の環境改善 
②下水道整備の促進

重点的な取組１－２ 良好な環境の維持と向上
【方向性】 
①地域資源を有効に活用した環境の向上 
②公園の整備

重点的な取組１－３ 環境改善のための対策促進
【方向性】 
①ごみ問題等に対する環境改善 

目標２ 防災力を高め、地域の連携と支え合いによる、安全で安心なまちづくり

重点的な取組２－１ 安全性を重視した道路、交通環境の整備
【方向性】 

①道路整備の推進 
②橋の整備及び道路環境整備 
③公共交通網の整備 
④大袋駅周辺のまちづくり

重点的な取組２－２ 地域をあげた防災・防犯による安心・安全なまちづくり
【方向性】 

①防災対策の強化 
②防犯対策の強化

目標１ 暮らしの中に生きた緑と水と農を蘇らせ、身近な自然と共存するまち
づくり

重点的な取組１－４ 農業の活性化
【方向性】 
①農地の保全と農業経営の改善
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目標３ 絆と連携を強め、誰もが生きがいを持って快適に暮らせるまちづくり 

目標４ 歴史ある伝統を引き継ぎ、輝きのある文化と美しい景観を創造し、地

域の魅力を発信するまちづくり

重点的な取組４－１ 地域の伝統文化の継承と創造 

【方向性】 

①個性ある地域文化の創造 

②美しいまちづくりの推進 

重点的な取組３－１ 子どもから高齢者まで障がいのあるなしに関わらず生き

がいをもって快適に暮らせる環境づくり 

【方向性】 

①医療介護体制の改善 

②高齢者等への生活支援 

③少子高齢者対策住宅の整備 

④スポーツ施設の整備 

⑤子育て支援の充実 

⑥教育環境の整備と教育内容の充実 

⑦社会教育の充実

重点的な取組３－２ コミュニティの活性化 

【方向性】 

①自治会及び子どものコミュニティの活性化 

②マナーの向上 

重点的な取組３－２ 市民参加のまちづくり 

【方向性】 

①計画づくりへの取り組み方の再検討

重点的な取組４－２ 地域の魅力創出と発信 

【方向性】 

①桜井地区の特色ある魅力の創出 

②桜井地区の魅力のPR 
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【目標① 暮らしの中に生きた緑と水と農を蘇らせ、身近な自然と共存するまちづくり】

３ 取組内容

1 ●古利根川の多自然型護岸整備
古利根川の多自然型護岸
整備を県に要望

2 ●釣り人に安全な護岸整備や釣り場所の設置
釣り人に安全な古利根
川・ 新方川の護岸整備
釣り場所の設置

3 ●古利根川のゴミの除去 活動への支援
クリーンアップ活動など
の清掃

4 ●農業用水路と生活排水路の分離
農業用水路と生活排水路
の分離整備

5
●水害対策のための会の川、平新川、新方川
の整備

水害対策河川整備（ 会の
川、 平新川、新方川）

6 ●平新川への流入土砂の撤去 流入土砂の撤去

7 ●排水路・側溝の改修
排水路・ 側溝の適切な維
持管理・ 整備

8 ●排水溝の土砂除去など清掃への対応 排水溝の清掃

9 ●旧農業用水路の悪臭、ゴミ等の環境改善
排水路の適切な維持管理
用水路に蓋をする
頻繁な清掃作業

やむを得ない作業の実施
花を植えて美化活動

10 ●古利根川から導水する環境水路の整備 環境水路の整備

11 ●河川の水質改善 水質改善

12 ●悪臭、ボウフラ対策に水路の常時通水 古利根川からの常時通水 水利権の調整

13 ●葦が生える調整池の管理強化 調整池の適切な管理

14 ●農業用水路管理の不公平さの解消
用水路の維持管理の公平
性の確保

15
●市街化調整区域人口集中地区（ＤＩＤ）の下水
道整備

市街化調整区域ＤＩ Ｄへ
の公共下水道整備

16 ●公共下水道未接続の解消 公共下水道未接続の解消

17 ●合併浄化槽の設置促進 設置促進支援
合併浄化槽設置意義の理
解

18 ●屋敷林保全
屋敷林保全への公的支
援・ 落ち葉利用できる循
環社会の推進

屋敷林保全への理解

19 ●樹木の保全・点検
学校・ 公園・ 道路等の樹
木の保全と点検（ 倒木防
止）

樹木保全への理解

20
●ふれあいサンクチュアリである平方自然観察
林の保全・拡大

平方自然観察林の保全・
拡大

利用・ 維持管理への協力

21
●古利根川沿い屋敷林をつなげた桜井の森の

設置
桜井の森整備 樹木育成

22 ●古利根川・新方川沿いの遊歩道の設置 遊歩道の整備 維持管理への協力

地区まちづくり会議より出された提言 目標実現に向けた市民・行政の役割

目標 重点的な取組 方向性
提
言

番
号

出された提言課題 市への期待 地域でできること

地域資源を有
効に活用した
環境の向上

目標①
暮らしの中に生きた
緑と水と農を蘇らせ、
身近な自然と共存す
るまちづくり

◆水害対策や
水質対策など
による河川環
境の改善

古利根川をは
じめとした河
川・水路の環
境改善

ゴミ捨て防止啓発運動
泥上げ・ 清掃協力

維持管理への協力

下水道整備の
促進

◆良好な環境
の維持と向上
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23 ●新方川の堤防の除草と緑道整備
除草回数の増加を県に要
請
緑道整備

24 ●川沿いを憩いの場に 河川の親水空間整備

25 ●散策、ジョギングできる緑道整備 緑道整備

26 ●平方公園の広域利用の見直し
地域に役立つ平方公園整
備

27
●利用者の観点から見た平方公園整備の見直
しと早期完成

多目的グラウンド利用の
観点から平方公園整備推
進
これからの高齢化社会等
を踏まえたレイアウト の
見直し

28 ●平方公園周辺に集会施設の建設を 集会施設整備

29 ●平方公園の総合的な防災機能の向上
遊水機能の増強
太陽光発電の設置

建設後の利用を見える化

30 ●市街地への公園設置
地区中央、 南部への公園
整備

日常管理協力

31 ●廃棄物置き場への条例等による規制 条例等による規制

32 ●通学路周辺など危険な産業廃棄物対策 適正な管理方法の指導 地域内での注意喚起

33 ●路上にあるごみ集積所の環境整備 ごみ集積所の改善整備

34 ●ゴミ出しのマナーの改善 ゴミ出しルールの周知 ゴミ 出しルールの徹底

35 ●粗大ゴミ用集積所の設置 粗大ゴミ用集積所の設置 設置場所の協力

36 ●開発地の緑化の徹底 開発地の緑化の指導

37 ●農地保全・美田復活
農業公社・ 生産法人支援
など農地保全促進

地産地消の推進

38 ●農産物直売所の設置 農産物直売所の整備 購買促進

39 ●農業用水の水質改善
排水設備整備等による水
質改善

水路整備への理解
生活排水の流入防止

40 ●農地内の不法投棄対策 不法箇所の取締り、撤去

41 ●市民農園の拡大
高齢社会に対応した規
模・ 内容・ 数の拡大

42
●花植えなど休耕田の活用（地区の魅力発信に
もつながる）

休耕田への花植え
立葵の種集め、手入れ、
販売

ごみ問題等に
対する環境改
善

◆環境改善の
ための対策促
進

地区まちづくり会議より出された提言 目標実現に向けた市民・行政の役割

重点的な取組 方向性
提
言

番
号

出された提言課題目標 市への期待

目標①
暮らしの中に生きた
緑と水と農を蘇らせ、

身近な自然と共存す
るまちづくり

◆良好な環境
の維持と向上

地域資源を有
効に活用した
環境の向上

維持管理への協力

公園の整備

◆農業の活性
化

地域でできること

農地の保全と
農業経営の改
善
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【目標② 防災力を高め、地域の連携と支え合いによる、安全で安心なまちづくり】 

43 ●危険な狭い道路の解消
道路拡幅
警察への信号機・ ミラー
設置要望

44
●道路整備（念仏橋～桜井小学校～国道4号バ
イパス）（平方中学校・平方小学校・桜井小学校
の通学路）（大泊地区）(北高北側）

狭あい道路の解消・ 信号
機ミ ラー設置
計画的な工事実施

45 ●歩道のある道路整備 歩道設置

46 ●道路拡幅、歩道設置 道路拡幅

47 ●街路樹と街路灯の整備・管理
街路樹と街路灯の適切な
整備と管理

樹木・ 灯りの点検

48 ●水たまりのできない道路整備 道路補修の充実 速やかな通報

49 ●時間帯、場所など大型車の通行規制 通行規制の実施 監視・ 交通整理

50
●歩行者が優先される道路（コミュニティ道路）
の整備

歩行者優先道路の整備

51
●せんげん台駅前の渋滞解消（横断歩道の廃
止）

警察への働き掛け

52 ●道路標示の維持管理

しっかりとした点検
警察との連携（ 標示位置
や設置場所の見直し、 標
識の取替え等）

危険箇所の発見・ 通報

53
●平方大橋の建設是否を含めた建設内容の見
直し

計画の見直し 見直しへの理解

54 ●平方大橋周辺道路環境整備
平方大橋整備に合わせた
計画的な道路整備

55 ●地区内の公共交通網の整備

56
●地区と病院や駅などとをつなぐ多様な公共交
通手段の検討

57
●バス不便地区への対応（平方方面）（各駅～
病院）（北高方面）

58 ●国道４号から大袋駅へのアクセス道路の検討 アクセス道路の検討
大袋駅東口周辺地区まち
づく り協議会による検討

59
●東武鉄道伊勢崎線の高架化による東西交通
の円滑化

東武鉄道との連携 署名活動・ 機運の醸成

60 ●防災拠点の整備 防災拠点の整備

61 ●自然堤防上の防災拠点整備
自然堤防上の防災拠点の
整備

62 ●防災倉庫を設置するなどの神社等の利用 防災施設の整備

63 ●防災倉庫の備品の充実と管理

備品の管理に関する指
導・ 助言
備品の充実（ 災害時に防
災情報の発信のための防
災ラジオなど）

管理の協力

64 ●排水設備の整備 排水設備の改修・ 修繕

目標実現に向けた市民・行政の役割

目標

地区まちづくり会議より出された提言

市への期待重点的な取組 方向性
提
言

番
号

出された提言課題 地域でできること

◆地域をあげ
た防災・防犯
による安心・
安全なまちづく
り

防災対策の強
化

目標②
防災力を高め、地域
の連携と支え合い
で、安全で安心なま
ちづくり

◆安全性を重
視した道路、
交通環境の整
備

道路整備の推
進

橋の整備及び
道路環境整備

公共交通網の
整備

公共交通網の整備検討
民間事業者との交渉
実現に向けての活動・ 周
知活動

バスの積極的利用
整備希望個所を抽出
利用時間や頻度等につい
ての情報提供協力

大袋駅周辺の
まちづくり
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65 ●低地盤地区への排水ポンプ設置
低地盤地区への排水ポン
プ場設置

66 ●せんげん台駅前の排水強化 排水強化のための整備

67 ●ゲリラ豪雨・内水害対策
遊水地、一時貯留地等の
整備
内水排除施設の整備

68 ●調節池の整備 平方調節池の整備

69 ●水田、遊水地などによる水害対策
水田の保全
平方調節池の設置

水田保全の理解

70 ●計画的な市街地開発による防災（平方地区）
計画的な市街地開発によ
る防災

71 ●防災無線の利用 防災無線の効果的活用

72 ●防災組織の機能強化 防災組織の機能強化 防災訓練などへの参加

73 ●地震発生時の緊急対策マニュアルの作成 マニュアル作成 防災マップの作成

74 ●閉鎖的な資材置き場等の規制
高い塀など隠ぺい個所の
解消指導

75 ●ひったくりやオレオレ詐欺に対する対応 取締り強化 防犯知識の向上

76
●治安悪化の防止のための地域のコミュニティ
の活性化

危機管理課からの指導・
助言
地域内における防災対策
の強化

防犯対策の推進

77 ●広範囲の自警団の結成と連携支援
広範囲の自警団の結成と
連携支援

自警団等への参加

78 ●見守り隊の制度化 見守り隊の制度化 見守り隊への参加

79 ●防犯団体の組織的活動強化
防犯団体の組織的活動支
援

80 ●防犯協議会などの連絡体制整備
防犯協議会などの連絡体
制整備

81 ●空家への対応（撤去・活用） 関係機関等との連携強化 空き家の発見・ 通報

82 ●警察のパトロール強化 警察への働き掛け

83 ●せんげん台駅周辺への防犯カメラ設置 防犯カメラ設置 設置場所の協力

84 ●街灯が不足しているところへの整備
防犯の観点による街灯整
備

地区まちづくり会議より出された提言 目標実現に向けた市民・行政の役割

目標 重点的な取組 方向性
提
言

番
号

市への期待 地域でできること出された提言課題

目標②
防災力を高め、地域
の連携と支え合い
で、安全で安心なま
ちづくり

◆地域をあげ
た防災・防犯
による安心・
安全なまちづく
り

防災対策の強
化

防犯対策の強
化

防犯団体や防犯協議会等
への参加

7

【目標③ 絆と連携を強め、誰もが生きがいを持って快適に暮らせるまちづくり】 

85 ●休日、夜間などの緊急医療体制の充実
休日、夜間などの緊急医
療体制の充実

86 ●市立病院の経営の健全化 市立病院の経営の健全化

87 ●長時間待たない市立病院の対応改善 待ち時間の改善

88 ●老々介護への支援体制の整備
老々 介護への支援体制の
整備

89 ●介護支援利用のＰＲ 介護支援利用のＰＲ 地域内での周知

90 ●一人暮らしの高齢者の退院後の支援施設
一人暮らしの高齢者の退
院後の支援施設の整備

91 ●看取りの体制づくり
看取りの体制づく りと地
域の役割の明確化

92 ●独居高齢者の相談所の開設
独居高齢者の相談所の開
設と支援システムの構築

93 ●独居高齢者の安全確保
独居高齢者に対する見守
り訪問の制度化

地域における見守り活動

94 ●地域包括支援センターの機能強化
地域包括支援センターの
ＰＲ・ 機能強化

95

●高齢者の交流の場づくり（ふれあいサロンの
拡充、交流館の活用、引きこもりや単身世帯の
人が社会や地域活動に参加できる場や機会づく
り、地区で活動しやすいような企画立案）

各種政策の検討・ 実施
さわやか広場、 ふれあい
サロンの拡充

96 ●緊急連絡網の整備・高齢者数の把握
緊急連絡網の整備
地区への情報提供

緊急連絡網整備の協力

97 ●高齢者、障がい者等への日常生活への支援
高齢者等のゴミ出し、 ゴ
ミカゴ出し支援の検討

高齢者等による清掃カゴ
出し入れ対応など地域で
のゴミ 出し支援

98 ●高齢者が通える商店街の育成 商店街の活性化支援 商店街での購買促進

少子高齢者対
策住宅の整備

99 ●少子高齢者対策住宅の整備 住宅改造への補助

スポーツ施設
の整備

100 ●スポーツ施設の整備 屋内運動施設の整備

101 ●ゼロ歳児保育所の設置 ゼロ歳児保育所の設置

102 ●保育所の増設 保育所の増設

103 ●保育所の建替え・耐震化
桜井保育所の建替え・ 耐
震化の検討・ 整備

104 ●学童保育の全校化 全校での検討・ 実施

105 ●おばあちゃんの孫育ての協力の場 機会提供

106 ●地域で子どもを育て、見守る場づくり

多世代が参加できる取組
の促進
ボランティアなど支援の
仕組みづく り
地域の各種事業の周知

107 ●ファミリーサポート事業の普及 普及活動の実施

目標

地区まちづくり会議より出された提言 目標実現に向けた市民・行政の役割

市への期待重点的な取組 方向性
提
言

番
号

出された提言課題 地域でできること

目標③
絆と連携を強め、誰も
が生きがいを持って
快適に暮らせるまち
づくり

◆子どもから
高齢者まで障
がいのあるな
しに関わらず
生きがいを
もって快適に
暮らせる環境
づくり

医療介護体制
の改善

高齢者等への
生活支援

子育て支援の
充実

運営や集会所等の協力
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108 ●子どもたち世代の福祉教育の推進 子ども福祉教室の開催

109 ●マナー教育の徹底 マナー教室の開催

110 ●防犯教育の実施 防犯教室の開催

111 ●安全教育の実施 安全教室の開催

112 ●小中学校体育館への冷房設備設置 計画的な事業実施 実態調査、報告

113 ●学校応援団づくりと事務所設置 空き教室の開放 学校応援団への参加

114 ●学校と地域との連携強化

115 ●特色ある学校づくりの推進

116 ●学校設備の格差解消 学校設備の整備

117 ●社会教育のための学校開放 学校施設の開放

118
●子どもたちの自然体験、環境教育の推進と場
の確保

体験機会の拡充と支援 ふるさと体験教室

119 ●教育ファーム整備 農業体験機会の充実 農作物づく り体験教室

120 ●児童館コスモスの利用時間延長
児童館の利用時間の見直
し（ 夏時間・ 冬時間の設
定）

121 ●児童館コスモスの利用の活性化 児童館の活用の充実

122 ●自治会への参加促進
転入者への自治会加入Ｐ
Ｒの強化

転入者への自治会加入の
すすめ

123 ●子ども達のコミュニティの活性化 子ども会参加促進の支援 子育連の推進

124
●子育て世代や高齢者のつながりによるコミュ
ニティづくり

交流機会の創出
助け合える仕組みづく り
（ ボランティ アなど）

125
●イベント開催等による若者の公民館の利用促
進

公民館カフェ等の若者が
参加できるイベント開催

子ども食堂の開設

126
●地区センター・公民館の柔軟な利用方法の検
討

当日の申請でも使用でき
るなど、地域のニーズに
合わせた柔軟な利用方法
の検討

127 ●交流館の整備・充実 整備の検討・ 実施

128 ●イヌの散歩のマナー改善 マナー改善指導 飼い主のマナー向上

129 ●風俗・サラ金等のビラの規制 規制の取組 ビラの点検

130
●第５次総合振興計画の提言内容の正しい理
解と取組実績の説明

実情を反映した内容と
し、提言課題の内容を明
記する
提言課題の内容の正しい
把握と担当課への伝達

131
●公募等による地区まちづくり会議への参加形
式

参加手法の検討
まちづく り会議への公募
委員の参加

132 ●進捗状況の情報共有
定期的な進捗報告と、 財
政フレーム等情報公開の
透明性確保

まちづく り会議への協力

目標 重点的な取組 方向性
提
言

番
号

出された提言課題

地区まちづくり会議より出された提言 目標実現に向けた市民・行政の役割

目標③
絆と連携を強め、誰も
が生きがいを持って

快適に暮らせるまち
づくり

◆子どもから
高齢者まで障
がいのあるな
しに関わらず
生きがいを
もって快適に
暮らせる環境
づくり

教育環境の整
備と教育内容

の充実

教育機会の提供

学校地域協議会の設置 学校地域協議会への参加

社会教育の充
実

市への期待 地域でできること

◆コミュニティ
の活性化

自治会及び子
どものコミュニ
ティの活性化

マナーの向上

◆市民参加の
まちづくり

計画づくりへの
取り組み方の
再検討

9

【目標④ 歴史ある伝統を引き継ぎ、輝きのある文化と美しい景観を創造し、地域の魅力を発信するまちづくり】 

133 ●郷土が誇れる歴史文化の継承（獅子舞など） 地域文化の継承 地域文化体験教室

134
●鴨場や能楽堂だけでなく、個性のある地域の
文化を育てる必要がある

地域文化の育成支援 地域文化の育成

135
●地域にはまだまだ文化的資源が埋もれている
（江戸時代中期の虚空蔵菩薩を発見）

地域文化の発掘 情報発信

136 ●地域の独自の風土が生んだ白いタンポポ 貴重な植物の維持・ 保全

137
●歴史文化に裏付けられ、地域風土にマッチし
た住まい方（屋敷林）

138
●屋敷林のある原風景は、風を防ぐだけでなく、
美を備えている

139
●清潔なまち、犯罪のないまち、に加えて、美し
いまちをつくりたい

桜井地区の特
色ある魅力の
創出

140 ●桜井地区の原風景（越谷八景など）の再現
平方公園内等における原
風景の再現

141
●屋敷林のマップ作成、屋敷林歩きツアーの実
施

マップづく りの支援 資源探し

142
●古利根川などの既存資源を活用した魅力の
PR

渡舟の検討
古利根川沿いに「 桜井の
森」 整備

切符づく りなど活動支援

143 ●日光街道の江戸時代における宿場の紹介
ＰＲ活動
資料館の検討・ 整備

目標実現に向けた市民・行政の役割

目標

地区まちづくり会議より出された提言

重点的な取組 方向性
提
言

番
号

出された提言課題 市への期待

目標④
歴史ある伝統を引き
継ぎ、輝きのある文
化と美しい景観を創
造し、地域の魅力を
発信するまちづくり

◆地域の伝統
文化の継承と
創造

個性ある地域
文化の創造

地域における保全活動

美しいまちづく
りの推進

景観の維持・ 保全

◆地域の魅力
創出と発信

桜井地区の魅
力のPR

地域でできること

10





新 方 地 区 

まちづく り会議提言書

令和元年(2019 年)11 月18 日

新方地区まちづく り 会議 

～提言にあたって～ 

第５次総合振興計画策定及び都市計画マスタープラン改定にあた

り、新方地区では、委員２３人で構成する地区まちづくり会議を開

催し、令和元年７月から４回にわたり議論を重ねてまいりました。

 地区まちづくり会議では、地区の将来に向け、現況や課題を整理

し、今後の地区のまちづくりの方向性について意見交換を行い、こ

こに提言書としてまとめております。

住民にとって、この地区に住んでよかった、また越谷市に住んで

よかったと思える、よりよいまちとなるよう、私たちの思いを込め

たこの提言書を尊重いただき、今後、計画の策定及び改定を進めて

いただきますようお願い申し上げます。

令和元年１１月１８日

                  新方地区まちづくり会議

                  会長 三 田 礪 三



（１）新方地区の将来像 

（２）現況と課題 

【現況】 

新方地区は、大落古利根川や新方川、大吉調節池などの水辺に恵まれており、ホタルなどの

昆虫が生息する環境が整っています。また、広大な田園風景や屋敷林などの豊かな自然環境は

地区の大きな魅力のひとつであり、大吉調節池や野鳥の森といった憩いの場ではジョギングや

ウォーキングなどの健康づくりで利用する住民も多く見られます。 

地区においては、県内で唯一現存し、市内を代表する民俗行事ともいえる「埼玉県指定無形

民俗文化財 北川崎の虫追い」や新方フェスタといった伝統行事・イベントが活発に行われる

とともに、地域コミュニティによる防犯パトロールなどの見守り活動やクリーン作戦などの環

境美化活動にも積極的に取り組んでいます。 

【課題】 

一方で、新方川からの浸水被害などに対する災害対策が求められており、特に、市街化区域

側の避難場所・避難路の確保は喫緊の課題となっています。また、地区内には道路幅員が狭い

生活道路も多く、特に子どもや高齢者の安全性を確保する必要があります。 

地区においては、大半が市街化調整区域であり、高齢化も進展していることから、駅や主要

な施設等への移動手段の確保に向けた取り組みを進めていく必要があります。 

また、地域コミュニティにおいても、子どもや若者の参加促進とともに、多世代が交流でき

る地域活動の工夫が必要です。 

キーワード 魅 力 課 題

安全・安心 
◇防犯パトロール活動の充実 ◆市街地の避難場所・避難路の確保 

◆通学路における車両の往来

コミュニティ・ 

環境

◇活発なコミュニティ活動 

◇定期的なクリーン作戦の実施

◆地域活動におけるメンバーの高齢化 

公共交通・ 

道路環境 

◇大吉調節池の整備された歩道 

◇北越谷駅及びせんげん台駅方

面に向かう利便性の高いバス

路線

◆高齢化に対応できる公共交通の維

持・確保 

◆道路幅員が狭いことによる歩行の危険

性

自然・田園 

◇豊かな田園環境・屋敷林 

◇生態系豊かな環境 

◇大吉調節池などの水辺環境

◆公園や河川、農地の管理 

１ 第5次越谷市総合振興計画における地区の将来像とまちづくりの目標 

自然を生かし、安心して住めるふれあいのまち新方

1

目標1 防災・防犯対策に重点を置いた地域づくり 

目標2 地区の伝統行事やイベントを通じた多世代の交流づくり 

目標3 
地域の交通利便性の向上と健康のため、快適に歩くことのできる道路環

境づくり

目標4 豊かな自然・田園・水辺環境を生かした魅力ある憩いの場づくり 

（３）まちづくりの目標 

２ 取組の体系

重点的な取組１－１ 災害に対応した事前対策と避難場所の確保 

【方向性】 

①災害時（水害・風害・地震等）の体制づくり 

②避難場所・方法の再検討

重点的な取組１－２ 犯罪を未然に防ぐ体制・環境づくり 

【方向性】 

①防犯対策の充実 

目標２ 地区の伝統行事やイベントを通じた多世代の交流づくり

重点的な取組２－１ 多世代の参加によるコミュニティ活動の活性化 

【方向性】 

①誰もが参加しやすい地域活動の推進 

②伝統行事の継承

重点的な取組２－２ 生活マナーの改善と美しいまちづくりの推進 

【方向性】 

①不法投棄・ごみ問題対策の推進

目標１ 防災・防犯対策に重点を置いた地域づくり

2



重点的な取組３－２ 歩行者が健康のため、安心して歩くことのできる道づくり

【方向性】 

①健康のため、気軽に歩くことのできる地域づくり 

②歩行者が快適で安心して歩くことのできる道づくり

重点的な取組３－１ 公共交通網の整備 

【方向性】 

①生活利便性の向上を目指した公共交通の充実

重点的な取組３－３ 交通マナーの向上 

【方向性】 

①交通マナーの強化

目標３ 地域の交通利便性の向上と健康のため、快適に歩くことのできる道路環境づくり

目標４ 豊かな自然・田園・水辺環境を生かした魅力ある憩いの場づくり

重点的な取組４－１ 誰もが快適に利用でき、

【方向性】 

①大吉調節池の環境整備 

②活動制限のない公園の整備

重点的な取組４－２ 動植物の生息環境の保全 

【方向性】 

①ホタルなどの昆虫や動植物の保全、豊かな生態系の維持 

重点的な取組４－３ 川を生かした魅力づくり

【方向性】 

①大落古利根川・新方川の遊歩道等の整備

②新方川の緑化推進

重点的な取組４－４ 農地の保全と有効活用 

【方向性】 

①農地の保全と有効活用

3

重点的な取組１－１ 災害に対応した事前対策と避難場所の確保

水害や台風被害などの自然災害に備えた施設整備を行うとともに、予め地域で災害

時の避難方法や対応策を検討し、災害対策の充実を図ります。 

方向性 具体的な内容

①災害時（水害・風害・地

震等）の体制づくり 

≪地域でできること≫ 

自治会による災害対策の継続的な実施 

情報交換の仕組みづくりの検討 

地球温暖化に対する意識改革 

≪市への期待≫ 

河川増強の国・県への要請 

さらなるポンプアップ能力の増強 

常設ポンプの増設 

災害時に対応した発電機の確保 

倒木の恐れのある大木の伐採

②避難場所・方法の再検討 

≪地域でできること≫ 

災害時の避難先の確認 

≪市への期待≫ 

災害時の車置き場の確保 

公園整備と合わせた避難場所の確保 

弥栄地区における避難場所となる施設の確保 

新方川堤防から避難場所への直接避難が可能な通

路の確保

重点的な取組１－２ 犯罪を未然に防ぐ体制・環境づくり

地区内をきれいに保つとともに、パトロールや情報提供・共有等により地区内に目

配りをすることで防犯対策の充実を図ります。

方向性 具体的な内容

①防犯対策の充実 

≪地域でできること≫ 

登下校時の見守りパトロールの充実 

声掛け・あいさつ運動の促進 

防犯意識の醸成 

情報提供・共有の仕組みづくりの検討 

≪市への期待≫ 

新方川沿いへの街灯の設置と転落防止対策の実施

防犯カメラの設置

３ 取組内容

目標１ 防災・防犯対策に重点を置いた地域づくり
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重点的な取組2－１ 多世代の参加によるコミュニティ活動の活性化

子どもから高齢者まで、誰もが参加しやすい工夫をこらし、既存のイベントや伝統

行事を盛り上げることにより、コミュニティ活動のさらなる活性化を図ります。 

方向性 具体的な内容

①誰もが参加しやすい地

域活動の推進 

≪地域でできること≫ 

親子で参加しやすい行事の企画 

多世代交流事業の検討 

SNSでの情報発信 

自治会・子ども会・学校間の連携強化 

≪市への期待≫ 

新方地区フェスタへの支援

②伝統行事の継承 

≪地域でできること≫ 

虫追い行事への支援 

≪市への期待≫ 

虫追い行事への支援

重点的な取組2－２ 生活マナーの改善と美しいまちづくりの推進

不法投棄の防止やごみの分別の徹底、犬の飼い主のマナー向上など、環境の美化に

努めます。 

方向性 具体的な内容

①不法投棄・ごみ問題対策

の推進 

≪地域でできること≫ 

不法投棄パトロールの実施 

啓発看板の設置 

≪市への期待≫ 

犬のフン対策の実施（イエローチョーク作戦） 

家電の不法投棄対策の実施

目標2 地区の伝統行事やイベントを通じた多世代の交流づくり
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重点的な取組3－１ 公共交通網の整備

自家用車を利用しない人の交通手段として、誰もが利用しやすい公共交通の充実を目

指します。 

方向性 具体的な内容

①生活利便性の向上を目

指した公共交通の充実 

≪地域でできること≫ 

地域主体の協議会における公共交通の検討 

地域での助け合いによる送迎支援の検討 

≪市への期待≫ 

バス等が通行しやすい環境づくり 

未来技術を駆使した公共交通の検討

重点的な取組3－２ 歩行者が健康のため、安心して歩くことのできる道づくり

健康ウォーキングの推進や道路の危険箇所等の早期発見・修繕により、健康で安心し

て歩くことのできる歩行空間を作ります。また、分かりやすい標識等の設置に努めます。

方向性 具体的な内容

①健康のため、気軽に歩く

ことのできる地域づく

り 

≪地域でできること≫ 

健康ウォーキングの推進と地域リーダーの育成 

「埼玉県コバトン健康マイレージ」への参加 

≪市への期待≫ 

大落古利根川・新方川沿いへの遊歩道の整備 

健康増進施策の情報発信

②歩行者が快適で安心し

て歩くことのできる道

づくり 

≪地域でできること≫ 

危険箇所等の早期発見・通報 

街路樹の剪定場所の取りまとめ 

≪市への期待≫ 

県道・市道の拡幅の検討・整備 

危険箇所等の修繕の実施 

スピード制限や通行制限の検討 

街路樹の剪定

重点的な取組3－３ 交通マナーの向上

交通マナー向上策の強化により安心できる生活環境を作ります。 

方向性 具体的な内容

①交通マナーの強化 

≪地域でできること≫ 

交通ルールやマナーの遵守 

≪市への期待≫ 

交通マナー講習会など交通ルール指導の徹底

目標3 地域の交通利便の向上と健康のため、快適に歩くことのできる道路環境づくり
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重点的な取組4－１ 誰もが快適に利用でき、憩うことのできる多目的な公園・

緑地づくり

多目的な利用ができる環境を整備し、より多くの住民が憩うことのできる場所を作

ります。 

方向性 具体的な内容

①大吉調節池の環境整備 

≪地域でできること≫ 

大吉調節池周辺の草刈りなどの活動 

≪市への期待≫ 

時計の設置 

大吉調節池への花壇の設置

②活動制限のない公園の

整備 

≪地域でできること≫ 

新たな学校開放のあり方の検討 

≪市への期待≫ 

子どもがボールで遊ぶことのできる公園の整備

重点的な取組4－２ 動植物の生息環境の保全

貴重な動植物が生息できるような豊かな自然環境の保全に努めます。 

方向性 具体的な内容

①ホタルなどの昆虫や動

植物の保全、豊かな生態

系の維持 

≪地域でできること≫ 

ホタルの育成活動への参加 

≪市への期待≫ 

自然環境保護の方策の検討

重点的な取組4－３ 川を生かした魅力づくり

地域参加型の緑化運動の推進や遊歩道等の整備を行うことで大落古利根川や新方川

を活かした新方地区の魅力を作ります。 

方向性 具体的な内容

①大落古利根川・新方川の

遊歩道等の整備 

≪地域でできること≫ 

大落古利根川沿いの草刈り等の実施 

≪市への期待≫ 

遊歩道等の整備に向けた検討

②新方川の緑化推進 

≪地域でできること≫ 

参加型の緑化運動への取り組み 

≪市への期待≫ 

県への定期的な草刈り等の実施要請

目標4 豊かな自然・田園・水辺環境を生かした魅力ある憩いの場づくり
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重点的な取組4－４ 農地の保全

コミュニティ農園の維持・充実や田園風景の継承を図るため、農地の適正な維持・管

理を図ります。 

方向性 具体的な内容

①農地の保全 

≪地域でできること≫ 

コミュニティ農園の適正な維持・管理 

蕎麦の会の育成・蕎麦打ち体験の実施 

≪市への期待≫ 

コミュニティ農園活動への支援 

田園風景等の景観維持への支援

8





























































川 柳 地 区 

まちづく り会議提言書

令和元年(2019 年)11 月18 日

川柳地区まちづく り 会議 

～提言にあたって～ 

第５次総合振興計画策定及び都市計画マスタープラン改定にあた

り、川柳地区では、委員２５人で構成する地区まちづくり会議を開

催し、令和元年７月から４回にわたり議論を重ねてまいりました。

 地区まちづくり会議では、地区の将来に向け、現況や課題を整理

し、今後の地区のまちづくりの方向性について意見交換を行い、こ

こに提言書としてまとめております。

住民にとって、この地区に住んでよかった、また越谷市に住んで

よかったと思える、よりよいまちとなるよう、私たちの思いを込め

たこの提言書を尊重いただき、今後、計画の策定及び改定を進めて

いただきますようお願い申し上げます。

令和元年１１月１８日

                  川柳地区まちづくり会議

                  会長 久保田 和 夫



（１）川柳地区の将来像

（２）現況と課題 

【現況】

川柳地区は、レイクタウンの整備により若い世代を中心に人口が増え、活気あふれる地区で

す。地区のコミュニティ活動が活発であるとともに、防犯防災への意識が高く、防犯パトロー

ルや防災訓練等の地域活動が盛んに行われています。 

また、老人福祉センターひのき荘は、高齢者の憩いと安らぎの場となるとともに、健康増進

やいきがいづくり等を目的に様々な交流が行われています。 

地区内は大部分が市街化調整区域で豊かな田園環境や水路等の自然が残っています。また、

教育施設が多く、文教地区となっています。 

【課題】 

さまざまなコミュニティ活動が行われ住民同士の交流が盛んですが、特にレイクタウン地域

の新規住民と従前の住民とのより一層の交流が求められています。 

地区内の豊かな自然や田園等の景観を残し、活用していく方策が必要とされているとともに、

きれいで住みよい居住環境の形成のため、市街化調整区域の公共下水道の整備や、農業用水と

生活排水の分離等の生活排水対策が求められています。 

また、文教地区として、子どもたちの安全な通学路の整備を行っていくとともに、災害や犯

罪・事故から地域住民の命を守るため、日頃から防災や防犯、交通安全等の取組を進めていく

ことが求められています。 

このようなコミュニティ活動や教育、福祉、防災等の拠点となる地区センターは老朽化が進

んでおり、耐震化等の対策も必要なことから、さまざまな機能を有した新たな地区の拠点とし

ての整備が早急に求められています。 

キーワード 魅 力 課 題

地域の拠点 
◇コミュニティ活動が活発で 

ある

◆地区センターが老朽化している 

コミュニティ 
◇レイクタウンの整備により 

地区人口が増加している

◆新旧住民の交流のための場所や機会

が少ない

子ども 
◇小・中学校、高校等の教育施設

が多い文教地区である

◆通学路の歩道整備が不十分 

◆子どもの遊び場が少ない

自然・環境 
◇田園と用水等の自然景観が 

豊かである

◆用・排水分離対策が不十分 

◆桜並木の維持管理等の保全が必要

安全・安心 

◇防犯パトロールや防災訓練の

実施が盛んで防犯防災への意

識が高い

◆道路・歩道に危険な箇所がある 

◆防災に対する備蓄や拠点の整備が 

不十分

１ 第5次越谷市総合振興計画における地区の将来像とまちづくりの目標 

豊かな自然と郷土愛あふれる快適なまちづくり 
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目標1 
川柳の良さをさらに推進する新たな地域活動の拠点づくり 

（新たな地区センターの整備）

目標2 美しく住みやすい安全・快適な住環境づくり 

目標3 犯罪を未然に防ぐとともに、災害に強い地区づくり

（３）まちづくりの目標 

２ 取組の体系

重点的な取組１－３ 学習や教育の拠点づくり 

【方向性】 

① 子どもたちの学びの場をつくる 

② 参加したくなる生涯学習のメニューを増やす 

③地区の歴史や文化、自然を知る機会を増やす

重点的な取組１－２ 地区住民の交流の拠点づくり 

【方向性】 

① 多世代の交流を推進する 

② 新旧住民の交流を推進する 

③ コミュニティ活動の維持継続や活性化を推進する 

重点的な取組１－４ 子育てや福祉の拠点づくり 

【方向性】 

① 子育て中の親子が集まる場をつくる

② 元気で活動的な高齢者を増やす

目標１ 川柳の良さをさらに推進する新たな地域活動の拠点づくり

（新たな地区センターの整備） 

重点的な取組１－５ 防災の拠点づくり 

【方向性】 

①地区の防災拠点を整備する 

② 防災拠点に備蓄倉庫を整備する 

重点的な取組１－１ 新たな地域活動の拠点づくり 

【方向性】 

①地区センターを整備し、新たな地域活動の拠点とする
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目標２ 美しく住みやすい安全・快適な住環境づくり

重点的な取組２－１ 美しく住みやすい環境づくりのためのマナーの向上 

【方向性】 

①まちの美化とごみ対策を推進する 

②交通マナーを徹底する 

③ペットの飼育マナーを改善する

重点的な取組２－２ 下水道等の整備による衛生的で住みやすいまちづくり 

【方向性】 

①下水道を整備し、生活環境を改善する 

②水路の整備と管理を推進する 

重点的な取組２－３ 人にやさしい安全な道路環境づくり 

【方向性】 

①歩行者や自転車の安全性を高める

重点的な取組３－１ 犯罪から地区を守る環境・体制づくり 

【方向性】 

①犯罪を防ぐための見守り活動を推進する 

②危険な夜道を解消する 

③地域の安全を守る環境整備

重点的な取組２－４ 豊かな自然や景観を残す川柳らしい住環境づくり 

【方向性】 

①豊かな自然・田園環境を保全していく 

②川柳らしい景観を形成する

重点的な取組３－２ 防災機能の強化・災害対策の充実 

【方向性】 

①災害（風水害、地震等）対策を検討する 

②避難場所や避難方法を周知、徹底する 

③災害弱者対策を検討する

目標３ 犯罪を未然に防ぐとともに、災害に強い地区づくり
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重点的な取組１－１ 新たな地域活動の拠点づくり

地区センターは、住民同士の交流や学び、子育て、福祉、防災等の様々な地域活動

の拠点となっています。しかしながら、地区センターにおいては、老朽化が進み耐震

性等も問題になっていることから、新たな地区センターの早期整備を市に要望しま

す。

方向性 具体的な内容

①地区センターを整備し、

新たな地域活動の拠点

とする 

≪地域でできること≫ 

●新たな地区センターの整備に関する検討 

≪市への期待≫ 

○新たな地区センターの早期整備

重点的な取組１－２ 地区住民の交流の拠点づくり

子どもから高齢者まであらゆる住民が参加できる活動や夏祭り等の行事を充実し、

多世代の交流を推進します。特に、レイクタウン地域には若い世帯も増えていること

から、スポーツイベント等を通した新旧住民の交流を促進します。 

また、今後も良好なコミュニティを維持発展していくために、地区活動の運営や活

性化に向けた体制づくり等を検討します。

方向性 具体的な内容

①多世代の交流を推進す

る 

≪地域でできること≫ 

老若男女参加のスポーツイベントを開催する 

昔の遊びや伝承遊び等の大人の知識や経験を子ど

もに伝える 

夏祭り等のイベントの充実・PR 

若い人が参加できるボランティア活動の充実

②新旧住民の交流を推進

する 

≪地域でできること≫ 

スポーツ活動を通じた交流の推進 

レイクタウンの自治会との交流を促進し、新旧住

民との交流を図る 

≪市への期待≫ 

スポーツ公園の整備

③コミュニティ活動の維持

継続や活性化を推進する 

≪地域でできること≫ 

コミュニティ活動を推進するための体制、しくみ

づくり 

≪市への期待≫ 

まちづくり活動への助成金の充実

３ 取組内容

目標１ 川柳の良さをさらに推進する新たな地域活動の拠点づくり
（新たな地区センターの整備）
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重点的な取組１－３ 学習や教育の拠点づくり

地域の子どもたちの健やかな育ちと学びの場として、学校の夏休み期間や放課後等

に地区センターでの学習支援を行います。また、地域住民同士の学びの場として様々

な講座を企画するとともに、川柳地区の歴史や文化、自然を学ぶ機会を増やします。

方向性 具体的な内容

①子どもたちの学びの場を

つくる 

≪地域でできること≫ 

夏休み期間や放課後等の小・中学生の学習支援 

学校応援団の一部を公民館で実施する 

昔の遊びや伝承遊びを教える

②参加したくなる生涯学習

メニューを増やす 

≪地域でできること≫ 

高齢者向けの講座・イベント 

講座やサークル活動の豊富なメニューづくり 

時事問題に即した講座の実施（中高生が講師の流

行語講座、スマホ講座等） 

≪市への期待≫ 

新たな講座メニューの検討

③地区の歴史や文化、自然

を知る機会を増やす 

≪地域でできること≫ 

郷土愛をもってもらうための自然観察グループの

拠点づくり 

川柳の歴史や伝統、行事等を知る講座の開催 

≪市への期待≫ 

専門的知識のある講師の派遣
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重点的な取組１－４ 子育てや福祉の拠点づくり

核家族化が進み孤立しがちな子育て中の親が、気軽に集い地域で相談や支援を受け

られる場をつくります。また、特に、地域活動への参加のきっかけがつかみにくい男

性高齢者向けの講座やイベントを実施し、地域を支える元気で活動的な高齢者を増や

します。

方向性 具体的な内容

①子育て中の親子が集まる

場をつくる 

≪地域でできること≫ 

地域で子育て相談が出来る環境・場所づくり 

子ども食堂の設置の検討 

子どもの遊び教室の拡充 

親子対象の講座（ベビーマッサージ等）の充実 

≪市への期待≫ 

保育関係の専門家の派遣

②元気で活動的な高齢者

を増やす 

≪地域でできること≫ 

男性高齢者向けの講座・イベント 

高齢者向けの体操や健康づくり講座の実施 

講座やサークル活動の豊富なメニューづくり 

≪市への期待≫ 

専門家や講師の派遣 

新たな講座メニューの検討

重点的な取組１－５ 防災の拠点づくり

地区の防災拠点となる地区センターは老朽化が進み耐震性等も問題になっている

ことから、新たな地区センターの早期整備を市に要望します。

方向性 具体的な内容

①地区の防災拠点を整備 

する 

≪地域でできること≫ 

● 新たな地区センターの整備に関する検討 

≪市への期待≫ 

○新たな地区センターの早期整備

②防災拠点に備蓄倉庫を 

整備する 

≪地域でできること≫ 

● 備蓄倉庫の備蓄品の検討 

● 家庭での備蓄（自助）への普及活動 

≪市への期待≫ 

○ 備蓄倉庫の整備 

○備蓄品の充実
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重点的な取組2－１ 美しい住みやすい環境づくりのためのマナーの向上

いつまでも美しく住みやすい地区の環境を守るために、クリーン作戦やごみ捨てル

ールの徹底等、まちの美化活動を推進します。また、近年特に自転車の交通違反によ

る事故やトラブルも増えていることから交通マナーの徹底を推進します。 

さらに、ペット飼育による近隣トラブルもみられることから、ペットの飼育マナー

向上に取り組みます。 

方向性 具体的な内容

①まちの美化とごみ対策

を推進する 

≪地域でできること≫ 

クリーン作戦の継続 

ポイ捨て禁止の呼びかけ 

≪市への期待≫ 

ごみの集積場所の増設

②交通マナーを徹底する 

≪地域でできること≫ 

交通マナー勉強会の実施 

自転車の交通安全に関する講習会等の実施 

≪市への期待≫ 

学校での交通マナー学習の継続

③ペットの飼育マナーを

改善する 

≪地域でできること≫ 

ペットマナー向上の推進 

ペットのマナー教室の実施 

≪市への期待≫ 

マナー看板の継続設置 

ドッグランの整備

目標2 美しく住みやすい安全・快適な住環境づくり
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重点的な取組2－２ 下水道等の整備による衛生的で住みやすいまちづくり

地区内には豊かな田園や水路が多くありますが、大部分が市街化調整区域で下水道

整備区域に含まれないため、生活排水処理の改善を望む声が多くあります。一部では

農業用水への流入もみられることから早期の対応を要望します。 

また、Ｕ字溝や水路で転落の危険や害虫の発生等、問題になっている箇所もあるこ

とから、必要な対策を要望します。 

方向性 具体的な内容

①下水道を整備し、生活環

境を改善する 

≪地域でできること≫ 

市街化調整区域での下水道整備の要請 

≪市への期待≫ 

生活排水の整備（農業用水への流入防止）

②水路の整備と管理を推

進する 

≪地域でできること≫ 

危険箇所、要改善箇所の点検 

≪市への期待≫ 

計画的な用水の整備 

八条用水右岸側の緑道整備 

Ｕ字溝や水路の管理（清掃、蓋の改良、害虫駆除）

重点的な取組２－３ 人にやさしい安全な道路環境づくり

歩行者及び自転車利用者が安全に利用でき、事故や渋滞を減少させる道路環境整備

に向けて、危険箇所の点検活動を引き続き実施し、関係機関へ改善を要請します。特

に、通学路となっているものの歩道が整備されていない箇所については、子どもたち

が安心して通学できるよう、早期の整備を要請します。

方向性 具体的な内容

①歩行者や自転車の安全

性を高める 

≪地域でできること≫ 

危険箇所、改善箇所の点検活動の継続 

≪市への期待≫ 

道路危険箇所の改善や整備 

県道整備促進への働きかけ（蒲生柿木川戸線） 

都市計画道路の整備促進（川柳大成町線） 

通学路の整備
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重点的な取組2－４ 豊かな自然や景観を残す川柳らしい住環境づくり

地区内には屋敷林等が残されている場所もあり、こうした貴重な緑を残し活用する

方策等を検討します。また、豊かな自然の恵みのなかで育つ生き物の保護や景観を維

持する仕組みづくり等についても検討します。 

方向性 具体的な内容

①豊かな自然・田園環境を

保全していく 

≪地域でできること≫ 

まちなかの自然（地区内の屋敷林等）の保全や活

用の検討 

貴重な生き物の保護（カワセミ、ギンヤンマ等） 

レイクタウン（大相模調節池等）での生きもの調

査の継続実施 

≪市への期待≫ 

地区の自然・環境を保全するための計画の策定 

環境モデル地区の指定に向けた検討、環境保全の

取組実施

②川柳らしい景観を形成

する 

≪地域でできること≫ 

 景観保全、形成のためのルール作り等の検討 

≪市への期待≫ 

景観保全、景観形成のための制度（規制等）の検

討 

桜並木の保全
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重点的な取組3－１ 犯罪から地区を守る環境・体制づくり

地域住民を犯罪から守るため、防犯パトロールを継続して実施するとともに、地域

住民の協力のもと住宅の明かりで暗い夜道をなくす活動や必要な街路灯の設置を要

望します。また、地域の安全を守る基点となる交番についても関係機関に設置を要請

します。 

方向性 具体的な内容

①犯罪を防ぐための見守

り活動を推進する 

≪地域でできること≫ 

防犯パトロールの継続実施 

登下校時の見守り活動の充実 

危険箇所のチェックと改善要請 

≪市への期待≫ 

防犯対策の充実 

指摘された危険箇所の改善 

防犯カメラの設置 

素早い、正確な防犯情報の提供

②危険な夜道を解消する 

≪地域でできること≫ 

● 住宅門灯の夜間点灯を呼びかける 

● 街路灯を遮る樹木の伐採を呼びかける 

● 街路灯の設置要請 

≪市への期待≫ 

○街路灯の設置支援

③地域の安全を守る環境

整備 

≪地域でできること≫ 

● 交番設置の要望活動 

≪市への期待≫ 

○交番設置に向けた関係機関への働きかけ

目標3 犯罪を未然に防ぐとともに、災害に強い地区づくり
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重点的な取組3－２ 防災機能の強化・災害対策の充実

大規模な災害から自分や家族、地域住民の命を守るため、家庭や地域で必要な備蓄

や避難場所・方法の確認、災害弱者への対応等を検討し、日頃から災害へ備えます。

方向性 具体的な内容

①災害（風水害、地震等）

対策を検討する 

≪地域でできること≫ 

家庭内での備蓄の呼びかけ 

自治会等での備蓄品の検討、管理 

浸水等の危険箇所の把握と対策要請 

≪市への期待≫ 

○ ハザードマップの作成、更新、防災対策 

○夜間災害体験学習会の実施

②避難場所や避難方法を

周知、徹底する 

≪地域でできること≫ 

避難場所の周知 

避難方法、避難経路の確認や周知 

防災訓練の充実 

防災マップの作成、更新 

民間施設等との避難場所協定の検討 

≪市への期待≫ 

〇避難場所の設置と管理 

○ 避難場所への下水道整備（小・中学校、南体育館） 

○ 避難場所への空調設備整備（夏季、熱中症対策） 

○ 避難場所への停電対策（ソーラー発電システムの設

置等） 

○ 避難者の受入体制の確立 

○防災訓練の実施

③災害弱者対策を検討 

する 

≪地域でできること≫ 

● 災害弱者への支援の検討 

≪市への期待≫ 

○災害弱者の個人情報取扱いのルール化
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